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研究成果の概要（和文）： 

本研究ではこのアルツハイマー病患者を対象として、特徴的な社会的認知の障害や行動兆
候と、その神経基盤としての脳体積および脳血流との関連を、認知機能検査や頭部 MRI 画
像、脳血流 SPECT 画像を用いて調査した。その結果、患者における過剰な不安症状が右半
球の喫前部の体積減少および両側前部帯状回の血流増加と関連していることが明らかとな
り、これらの部位の変性がアルツハイマー病における症状形成に何らかの影響を与えてい
る可能性が示唆された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the present study, we aimed to elucidate neural correlates of social cognition 
and behavioral symptom which is characteristic to patients with Alzheimer’s disease 
with using neuropsychological assessment tools and morphologic / functional 
neuroimaging methods. In neuroimaging, appearance of anxiety in Alzheimer’s disease 
was correlated to atrophy in right precunei and hyperperfusion in bilateral anterior 
cingulate cortices. These correlations persisted when age at onset and affective 
score was included as a covariate. These results suggest that appearance of anxiety 
and dysfunction in social cognition in Alzheimer’s disease might associate with 
these brain areas. 
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１．研究開始当初の背景 

社会脳や心の理論といった社会的認知の

障害は脳科学の発展と共に注目を集めるよ

うになったテーマの一つであり、近年になり

多くの研究がなされるようになった。社会的

認知を構成する要素としては表情認知や心

の理論などが知られており、これら認知の障

害と前部帯状回、前頭眼窩面、上側頭回、紡

錘状回、扁桃体、島皮質などの障害の関連が

報告されている。 

しかしながらそれらの報告の多くは動物

での基礎研究や健常人を対象とした脳賦活

研究であり、患者を対象としたものでは脳損

傷患者や自閉症スペクトラム障害の患者を

対象とした報告が挙げられる。 

一方でアルツハイマー病（Alzheimer’s 

diease：AD）は代表的な認知症性変性疾患で

あり、病理学的な変化は嗅内皮質に始まり次

第に大脳皮質にびまん性に広がる。高齢化社

会に伴い AD を中心とした認知症患者の増加

は社会問題となっており、その病態解明は急

務となっている。 

AD 患者においては、記憶障害などのために

社会生活上のさまざまな面で支障がでてい

るにもかかわらず、あたかも問題がないかの

ように振舞ったり、取り繕ったりする一方で、

過剰な不安を呈したりするような特徴的な

社会的認知の障害が出現する。これらの症状

は対人関係に障害をきたし、介護者を悩ませ

る大きな要因となる。このような兆候は以前

より知られていたが、現在までの報告は記述

的なものに限られており、この兆候を社会的

認知の障害の側面から研究した報告は少な

く、またその神経基盤も依然として明らかで

はない。 
  
２．研究の目的 

本研究の目的は AD における社会的認知の
障害とそれに伴う行動兆候の神経基盤を明
らかにすることである。 

社会的認知の障害がどのような患者に出
現しやすいのか、他のどの神経心理学的特徴
と関連しているのに関しても明らかにする。
また形態画像検査（頭部 MRI）と機能画像検
査（脳血流 SPECT）を併せて施行し、統計画
像解析を行なうことで、社会的認知やそれに
伴う行動兆候と関連する体積変化や脳血流
変化が存在するのかを明らかにする。動物で
の基礎研究や健常人で報告されている前部
帯状回、上側頭回、紡錘状回、扁桃体、島皮

質といった既知の部位の変化があるのかを
確認する。 
この研究により AD の病態理解が深まるこ

とが期待され、病初期における鑑別診断に有
用となる可能性がある。さらにこれらの社会
的認知の障害や行動兆候は、家族介護者と周
囲の人間・医療従事者との意見の相違やトラ
ブルの元となり、家族介護者の負担も大きく
なる兆候である。その意味で介護者負担の軽
減に寄与する。 
 
３．研究の方法 
研究対象は東京慈恵会医科大学附属病院

精神神経科の認知症外来を受診した患者の
うち、NINCDS-ADRDA の probable AD の臨床診
断基準を満たす患者 26 名である。主治医よ
り口頭および書面で研究目的について説明
し、書面による同意を得た上で調査を行った。 
対象患者の年齢、性別、教育歴、罹病期間、

認知機能（MMSE、FAB）、認知症の重症度（CDR）、
精神症状の有無とその重症度と頻度などの
背景因子を聴取した上で、社会的認知の障害
を定量的に測定した。 
さらに頭部 MRI と脳血流 SPECT も重ねて施

行し、MRI（T1 強調画像）による灰白質密度
解析は、Segmentation（灰白質、白質分離）、
Spatial Normalization（解剖学的標準化）、
Smoothing (平滑化)処理を行い、ECD-SPECT
による脳血流解析は Spatial Normalization、
Smoothing 処理を行い、それぞれ処理した画
像 を 用 い て  SPM8 に よ る multiple 
regression model の統計解析を行い、社会的
認知の障害の評価尺度との相関を検討した。 
 
４．研究成果 
 
①対象患者の背景データ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
対象患者の社会的認知の障害のなかで、特に
過剰な不安症状が患者・介護者負担の大きな
症状であったため、不安症状と相関する脳部



位をまず検出した。 
 
②頭部 MRI の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
過剰な不安症状と関連した部位は、右半球の
喫前部の体積減少であった。 
 
③脳血流 SPECT の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
過剰な不安症状は、両側前部帯状回の血流増
加と関連していた。 
 前部帯状回は不安や情動、社会的認知を司
る神経回路の一部であることが知られてお
り、他の機能的 MRI による研究などでも情動
形成に関与していることが報告されており、
AD における過剰な不安症状も同一の機序と
神経基盤を有することが明らかとなった。一
方で喫前部が過剰な不安症状と関連してい
るとの報告は少なく、一方で同部位はデフォ
ルトモードネットワークと関連していると
の報告が多い。この形態画像上の変化は疾患
特異的な特性と病態を反映している可能性
がある。 
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